


男女別の生活時間

• 諸外国と比較し、日本は男女ともに総労働時間
（有償労働時間と無償労働時間の合計時間）が長い。

• 有償労働時間の男女比を見ると、日本は1.7倍と、
 諸外国と比べて男女比が大きい。

• 無償労働時間の男女比を見ると、日本は5.5倍と、
諸外国と比べて男女比が大きい。

平日の生活時間について、
• 単独世帯の有業者においては、男女に大きな違いはない。
• 末子の年齢が６歳未満の共働き夫婦においては、

家事関連時間が女性、仕事時間が男性に大きく偏っている。

生活時間の国際比較（男女別） 時間区分別行動者率（平日、令和３（2021）年）
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１．男女双方の意識の現状

（令和６年「男女共同参画社会に関する世論調査」より）



11.9

9.3

14.2

2.4

44.1

11.4

21.2

8.8

62.8

51.4

49.6

19.5

43.8

38.9

57

38.2

16.7

30.0

25.8

70.4

9.4

38.2

16.3

40.3

6.1

7.8

8.1

5.6

8.9

3.4

9.3

0.7

1.2

1.1

0.4

0.3

1.9

0.5

1.2

1.7

0.3

1.2

1.6

1.9 0.6

0.6

1.6

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会全体

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度の上

社会通念・地域の慣習・しきたりなど

自治会やPTAなどの地域活動の場

各
分
野

男性の方が非常に優遇されている
平等
女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている
どちらかといえば女性の方が優遇されている
無回答

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「あなたは社会全体でみた場合には、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに最も近いものをお答えください。」

社会全体及び各分野における男女の地位の平等感（問１及び問２）

・社会全体における男女の地位は「平等になっている」と思うと回答した割合は16.7％。
・各分野毎にみると、「政治の場」及び「社会通念・地域の慣習・しきたりなど」における平
等感は特に低い。
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１．母親

２．父親

３．友人や先輩

４．学校の先生

５．インターネットやSNS

６．本、漫画、テレビやアニメ

７．兄弟姉妹

８．地域社会での体験

９．学校での職場体験

10．塾や習い事など、学校以外の先生

11．祖父母

12．その他の家族・親族

無回答

80.0
（％）

男女計 女性 男性

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「文部科学省の「令和５年度学校基本統計」によると、例えば、大学の理学部・工学部に進学する女性は男性より少ない、薬学部・看護学部に

進学する男性は女性より少ないという現状であることが分かっています。進路選択の一例としてこのような状況がありますが、あなたは、一般的に進路
選択に影響を与えるのは次のうちどれだと思いますか。」複数回答。

進路選択に影響をあたえるもの（問３）

・男女ともに回答が多かったのは、「母親」、「父親」次いで、「友人や先輩」、「学校の
先生」、「インターネットやＳＮＳ」となっている。

・女性の方が、進路選択に影響をあたえるものとして「母親」を選択する割合が高い。

新規問
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今回調査（2,673人）

令和４年調査（2,847人）

令和元年調査（2,645人）

平成28年調査（3,059人）

平成26年調査（3,037人）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答／分からない

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方に対する意識（問４）

【全体】

・「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方に反対（※）と回答した割合は64.8％。
（※）「反対」と「どちらかといえば反対」の回答割合の合計

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．平成28年以降の調査は、18歳以上の回答者による結果。平成26年以前の調査は、20歳以上の回答者による結果。
３．令和４年調査から、調査方法が個別面接聴取法から郵送法に変更となったため、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果との比較はできな

い（過年度の結果は「参考値」の扱い）。

４．質問文は「『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』という考え方について、あなたはどうお考えですか。」
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「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方に対する意識（問４）

【性別】
今回調査（1,440人）

・反対と回答した割合は、女性では約７割、男性では約６割となり、男女ともに、前回調査と同
程度となった。

女性

男性

3.5

3.0

6.5

8.3

11.2

25.8

25.4

24.6

28.7

32.0

39.7

40.4

38.5

37.0

34.2

29.0

24.9

21.5

17.4

2.2

5.5

4.5

5.1

80% 90% 100%

29.5 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和４年調査（1,534人）

令和元年調査（1,407人）

平成28年調査（1,655人）

平成26年調査（1,692人）

5.6

5.3

8.6

9.4

14.2

31.9

34.2

30.8

35.3

32.3

35.4

35.6

34.4

32.2

32.0

24.3

22.7

21.2

17.2

14.5

2.8

2.2

4.9

5.8

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 80% 90% 100%

今回調査（1,233人）

令和４年調査（1,313人）

令和元年調査（1,238人）

平成28年調査（1,404人）

平成26年調査（1,345人）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答／分からない

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．平成28年以降の調査は、18歳以上の回答者による結果。平成26年以前の調査は、20歳以上の回答者による結果。
３．令和４年調査から、調査方法が個別面接聴取法から郵送法に変更となったため、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果との比較はできない

（過年度の結果は「参考値」）。
４．質問文は「『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』という考え方について、あなたはどうお考えですか。」
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29.0 36.0 33.9
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今回調査（974人）

令和４年調査（1,032人）

長時間労働慣行の是正やテレワークの推進など、男女共に育児・介護・家事に用いることができる時間を増やすための勤務環境の整備育

児や介護のための休業制度や短時間勤務制度など、男女共に仕事との両立を支援するための施策の整備

保育施設や介護施設の整備など、男女共に育児や介護の支援を受けられる設備やサービスの整備

無回答
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女性

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「育児・介護・家事に費やす時間を男女間でバランスのとれたものとし、職業生活における女性の活躍を更に推進するためには、特にどのような支援が必要だと思

いますか。」

３．本質問（問10）は、前問（問９）で「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した人への更問。

育児等に費やす時間の男女差を踏まえ、職業面での女性活躍推進に必要な支援（問10）

【全体】

・育児等に費やす時間を男女間でバランスのとれたものとするために必要な支援として最も回答割合が高
いのは、男女ともに「仕事との両立支援策」。

・男女ともに、必要な支援策として、「勤務環境の整備」を回答した割合が増加している。

【性別】

男性

11





http://www.gender.go.jp/research/kenkyu/seibetsu_r04.html




http://www.gender.go.jp/about_danjo/symbol/free/manual.html


性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の解消等に向けた「普及啓発用動画」

性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の解消等に向けた情報発信の取組を強化することを
目的として、チェックシート・事例集の内容を踏まえた「普及啓発用動画」を制作し、内閣府男女共同参画局公式 
YouTube等で公開

PART１

PART２
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視聴はこちらから（https://www.youtube.com/playlist?list=PLwXND8_Qn55qLfNvejYvKjg-7Z6Ig1DET）

視聴はこちらから（https://www.youtube.com/playlist?list=PLwXND8_Qn55rjgi5nKDE2b1FYmApMz31n）

http://www.youtube.com/playlist?list=PLwXND8_Qn55qLfNvejYvKjg-7Z6Ig1DET
http://www.youtube.com/playlist?list=PLwXND8_Qn55rjgi5nKDE2b1FYmApMz31n
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３．女性の活躍に向けた全体施策の確認
（意識と制度の組み合わせ。全体議論のまとめ）











仕事や家事・育児・介護で忙しく病院等に行く時間がない現状
（令和６年版 男女共同参画白書より）
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